
Vol. 12　No. 134 知財ぷりずむ　2013年11月― 178 ―

ミュンヘン便り
〜アドベント（Advent）ドイツの師走〜

　「アドベント」という言葉に聞き覚えがあ
る方もいらっしゃることでしょう。アドベン
トは、クリスマス前の３週間強の期間で、11
月27日以降の日曜日から始まり、12月24日に
終わります。今年2013年のアドベントは12月
１日（日）から始まります。この時期をアド
ベンツツァイト（Adventszeit）とも呼びま
す。クリスマスマーケットがたつのもアドベ
ントの期間、すなわちアドベントの初日の日
曜日から12月24日のお昼までです。最近で
は、それよりも早く始めるクリスマスマーケ
ットもあるようですが。
　アドベントに先立ち、４つのろうそく一組
を準備します。最初の日曜日の夜に１つ灯
し、次の日曜日の夜に１つ目に加えて２つ目
を灯し、三回目の日曜日にはさらに３つ目
を、最後の日曜日の夜にさらに４つ目のろう
そくに点灯します。つまり、４つのろうそく
全てに火がつくのは最後の日曜日の夜です。
最初のろうそくが一番たくさん使われ、２つ
目、３つ目に連れて使用時間が少なくなるの
で、４つ並んでいるろうそくの長さも１番目
から４番目まで順に違います。日が一段と短
くなり、暗くなるのも早くなるアドベントの
期間、日曜日ごとに１つずつろうそくをとも
しながらクリスマスを待ちます。「もう幾つ
寝るとお正月・・・」と歌う気持ちと似てい
ますね。
　４つのろうそくを直線状に並べた燭台もあ
りますが、典型的なのは環状に形作った木の
枝に４つのろうそくを立てたアドベンツクラ
ンツ。本当の木の枝を環状に形作り、そこに
赤や金の木の実、星などで飾りをつけ、大き
な４つの赤いろうそくを立てます。すでに飾

り付けられた完
成版アドベンツ
クランツも写真
のように店頭に
並びますが、飾
りのない素のク
ランツ、つまり
木の枝を環状にしたものを買って、自分で飾
りをつけてもいいのです。このような素のク
ランツは、アドベントが始まる前の11月ご
ろ、つまり今の時期に市場などで、いとも無
造作にバームクーヘンのように積み重ねられ
て売られています。もみの枝、月桂樹の枝、
柊など、素材も色々、大きさもまちまちで
す。小さいものだと500円くらいからありま
す。木の枝から自分でクランツを作るのが最
も伝統的で、ドイツの子どもたちは家庭や学
校などで必ずクランツづくりを経験していま
す。このアドベンツクランツは、家庭だけで
なく、事務所でも飾ったりします。
　アドベントの期間は、クリスマスマーケッ
トがたつ楽しい期間でもあります。街中の大
小の広場のそれぞれに、大小様々なクリスマ
スマーケットがたち、それぞれに特色を出し
ます。芸術家の手作り作品を扱う店が集まる
ところもあれば、観光客向けの品々を扱うと
ころ、比較的日用生活用品が多く集まるとこ
ろ、子供用の品が多いところなどなど。特に
何の目的がなくても、ぶらぶらとクリスマス
マーケットを見て回るのはこの時期の大きな
楽しみです。体が冷えてきたら、グリューワ
インを一杯。煮立てた赤ワインにレモンの輪
切り、オレンジの皮、シナモン、丁子、カル
ダモンなどの香辛料と砂糖を入れた、熱くて
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スパイシーな飲み物です。この時期外出した
ら、何も買わなくてもグリューワインだけは
飲むだろうと思うくらい、アドベントの期間
に欠かせないものです。同僚と仕事帰りに一
杯、週末の散歩がてら一杯、買い物がてら一
杯、などなど。何といってもそこら中の広場
で大小様々なクリスマスマーケットが展開さ
れていますので、グリューワインを飲む場所
には事欠かないのです。
　ミュンヘンの市庁舎の前のマリエン広場に
も、クリスマスマーケットが毎年たちます。
ここに欠かせないもう一つの大事な物、みん
なが心待ちにしているもの、それは大きなク
リスマスツリーです。毎年アドベントの２週
間ほど前に、大きな本当のもみの木がどこか
らか運ばれて市庁舎の前に立てられます。左
右均等で二等辺三角形状の格好いい木が来る
年もあれば、いびつでちょっと不格好な木が
来る年もあります。高さは10階建てのビルく
らい。ツリーの足元をしっかりと固定し、ツ
リーの全身に小さな電灯を取り付け、点灯す
ることなくクリスマスマーケットの初日を待
ちます。待つこと２週間弱。電灯が最初に点
灯し、ツリーの全身が輝くのは、アドベント
の初日の日曜日の夜です。写真は去年のアド
ベントの初日を明日に控えた土曜日のマリエ
ン広場です。クリスマスツリーはすべての準
備を終えて点灯を待つばかり。広場ではクリ
スマスマーケットに出店している人たちが、
最後の準備にあわただしく追われています。
人々は、明日から始まるアドベントを、そし
てクリスマスマーケットを楽しみにしなが
ら、散歩がてら今年のツリーの形を見に来た
り、クリスマス
の支度を買いに
来たりしていま
す。
　アドベントの
終わりは12月24
日。ドイツのク

リスマスにおける最も大切な聖なる日です。
クリスマスツリーに飾りをつけるのは伝統的
には12月24日の午後。アドベントはその聖な
る日へのカウントダウンであり、日本の師走
のような慌ただしさ。そして24日のお昼をも
って町は一斉に静かになります。24日の午後
はさながら、除夜の鐘に耳を澄ませ、新年を
待つ大晦日の夜のような、静かで厳かな雰囲
気です。事務所も会社も営業するのは全て24
日のお昼まで。午後は皆家に帰り、家族と共
に教会に行き、家族で夕食を囲みます。日本
の元旦のように、家族とだけで過ごす日で
す。ドイツでは12月25、26日は祝日です。欧
州特許庁も閉庁します。ここに期限日が当た
っていれば、自動的に12月27日以降に延長に
なります。最も聖なる24日はなぜか祝日では
ないのですが、その日が期限日であれば、代
理人は必ず前もって処理するはずです。24日
はすでに誰も仕事に集中できないからです。
　さあ、日本では師走が、ドイツではアドベ
ントが、目前にせまってきました。2013年も
あとわずか。するべき仕事を滞りなく終わら
せて爽やかに新年を迎えられますように。ひ
と足早くGuten Rutsch ins neue Jahr ！（良
いお年を。直訳は「新年に向かってよい滑り
込みを」）。来年もこの記事でお会いしましょ
う。
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